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こ

の

六

月

末

で

千

弥

栄

に

な

っ

た

十

二

代

目

闘

十

郎

襲

名

披

露

奥

行

は

、

連

日

の

大

入

り

満

．温圃

員

。

歌

舞

伎

座

国防・

は

三

十

億

円

も

圃圃聞

の

売

り

上

げ

を

圃園田

得

た

そ

う

で

、

．狙闘

蛍

業

的

に

は

大

国防副

成

功

だ

っ

た

と

・・闘

い

う

。

・・圃

新

・

国

十

郎

も

肩

の

荷

を

お

ろ

し

て

ア

メ

リ

カ

興

行

に

旅

立

っ

て

い

っ

た

が

、

さ

て

肝

心

の

演

技

に

つ

い

て

は

、

い

ま

一

歩

と

い

っ

た

見

方
一

が

多

い

。

奥

行

人

気

の

順

位

で

、

唯

一

の

新

作

「

若

き

日

の

信

長

」

が

パ

ッ

と

し

な

か

っ

た

こ

と

も

気

に

か

か

る

。

今

回

の

国

十

郎

襲

名

に

寄

せ

て

、

こ

の

と

こ

ろ

歌

舞

伎

評

論

論

家

を

鎮

め

て

「

歌

艶

伎

は

生

き

返

る

か

？

」

と

い

う

興

味

深

い

討

論

を

お

こ

な

っ

て

い

る

。

今

尾

「

台調

を

覚

え

な

く

て

も

お

客

は

入

る

、

お

客

が

く

れ

ば

出

演

料

は

入

る

、

そ

の

惑

循

歌

舞

伎

と

評

論

が

盛

ん

だ

が

、

『

朝

日

ジ

ャ

i

環

で

舞

台

は

低

下

す

る

」

、

如

ナ

ル

』

七

月

五

日

号

は

段

近

の

月

「

観

客

の

一

過

性

か

ら

く

る

こ

の

雑

誌

に

似

合

わ

ず

、

今

尾

と

こ

ろ

の

危

機

」

、

権

藤

「

今

哲

也

、

野

村

喬

、

権

藤

芳

一

、

の

若

い

位

者

は

、

・
E
E
－
－

：

歌

舞

伎

如

月

育

子

、

堂

本

正

樹

、

服

部

の

伝

統

的

な

積

出

の

知

識

が

非

幸

雄

と

い

っ

た

中

堅

の

演

劇

評

常

に

乏

し

い

」

な

ど

と

、

お

し

な

べ

て

役

者

に

た

い

す

る

厳

し

い

意

見

で

、

興

行

成結

と

歌

縄問

伎評

論

と

は

ま

る

っ

き

り

正

反

対

だ

。

だ

が

、

問

題

は

も

っ

と

単

純

で

は

な

い

の

か

。

た

と
、

え

ば

、

「

助

六

由

縁

江

戸

桜

」

で

吉

原

の

三

浦

屋

が

舞

台

に

な

っ

て

い

て

も

、

今

の

若

い

役

者

た

ち

に

は

、

六

本

木

の

ス

ナ

ッ

ク

な

ら

い

語

ら

ず

、

吉

原

の

遊

廓

で

遊

ぶ

と

い

う

経

験

が

な

い

の

だ

か

ら

、

い

ま

ひ

と

つ

迫

真

感

が

な

い

と

し

て

も

、

い

か

ん

と

も

し

が

た

い

の

だ

。

（

幕

見

席

）
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